
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

―

―

―

第2回産業競争力会議（平成25年2月18日開催）及び第6回産業競争力会議（平成25年4月17日開催）において、科学
技術イノベーション推進体制強化について議論。また、第4回産業競争力会議（平成25年3月15日開催）において、産
業の新陳代謝の促進について議論。
第9回産業競争力会議（平成25年5月22日開催）及び第10回産業競争力会議（平成25年5月29日開催）において、科
学技術イノベーション推進体制強化及び産業の新陳代謝の促進について議論。
今後も、総合科学技術会議と連携し、産業競争力会議において議論を進める。

実施方法 　□直接実施　　　□委託・請負　　　　□補助金　　　　□負担金　　　　□交付金　　　　□貸付金　　　　■その他（　　　）

アウトプット指標（進捗指
標）

アウトカム指標（効果指標）

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

執行早期化のために
講じている工夫

―

平成24年度補正予算額 なし
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

なし

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

先駆的な取組を含め、民間の自律的なリスクテイク意欲を喚起すべく、リスクマネーの供給や一定の公的関与の下で
のマッチング機能のネットワーク化を通じて休眠している技術やアイデア、資金その他の資源の価値を顕在化させる
等「オープン・イノベーション」（企業が自前主義でなく、自他の技術等を幅広く活用して事業化や価値創造に取り組む
こと）の基盤をより一層強化するための総合的な対応について産業競争力会議において検討を行う。

対策における施策の名称

上記の先駆的な取組を含め、民間の自律的なリスクテイク意欲を喚起すべく、リスクマネーの供給や一定の公的関与
の下でのマッチング機能のネットワーク化を通じて休眠している技術やアイデア、資金その他の資源の価値を顕在化
させる等「オープン・イノベーション」の基盤をより一層強化するための総合的な対応について産業競争力会議におい
て検討を行う。

（事業名）
「オープン・イノベーション」の基盤をより一層強化するための総合的な対
応についての産業競争力会議における検討

新規/既存 ■新規　　　□既存

対策の柱立て（小区分①） （２）研究開発、イノベーション推進

担当課

①日本経済再生総合事務局
②参事官（科学技術・基本政策担

当）
③政策金融課
④新規産業室

⑤産業連携・地域支援課
対策の柱立て（小区分②）③イノベーション基盤の強化

事業番号 170

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート
（内閣官房・内閣府・財務省・経済産業省・文部科学省）

対策の柱立て（大区分） Ⅱ．成長による富の創出

担当部局

①内閣官房
②内閣府政策統括官（科学技術
政策・イノベーション担当）
③財務省大臣官房

④経済産業省経済産業政策局
⑤文部科学省科学技術・学術政

策局

対策の柱立て（中区分） １．民間投資の喚起による成長力強化


